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平成27年（2015年）茨城県産業連関表の概要について

茨城県政策企画部統計課　企画分析グループ　

　産業連関表は，国又は都道府県において一定期間（通常１年間）に行われた財・サービスの生産状況

や産業間の取引状況等を，行列形式でまとめた統計表で，各産業が相互に支え合って社会が成り立って

いるという実態を，具体的な数値の形で見ることができます。

　茨城県では，昭和55年（1980年）表以来，５年ごとに産業連関表を作成しており，令和２年３月に，

平成27年（2015年）産業連関表（以下「平成27年（2015年）表」という。）を作成しました。

　平成27年（2015年）の財・サービスの総供給（＝総需要）は40兆6211億円，県内生産額は28兆2870

億円で，詳細は次の表のとおりです。

〇平成27年（2015年）表（３部門）

　 

　表のタテ方向（列）の計数をみると財・サービスの生産に用いられた原材料等の支払いの内訳（費用

構成）を，ヨコ方向（行）の計数をみると生産された財・サービスの販売先の内訳（販路構成）を読み

取ることが可能です。

　例えば，第１次産業をタテ（列）にみると，中間投入として原材料等を第１次産業から473億円，第

２次産業から1236億円，第３次産業から885億円購入し，2467億円の粗付加価値を加えることで5061

億円の生産を行ったことを示しています。

　一方，第１次産業をヨコ（行）にみると，生産額5061億円のうち，中間需要として第１次産業に473

億円，第２次産業に4037億円，第３次産業に262億円を販売（産出）し，残る4202億円を最終需要と

して販売したことを示しています。

　平成27年（2015年）表の詳細は，茨城県統計課のホームページ（「いばらき統計情報ネットワーク」）

に掲載しておりますので，御参照ください。以下，主な項目を説明します。

【産業別県内生産額及び特化係数】

　平成27年（2015年）の県内生産額を産業別にみると，「飲料食品」が２兆943億円と最も大きく，次

いで「教育・研究」が２兆187億円，「化学製品」１兆9918億円，「商業」１兆7591億円，「鉄鋼」１

兆6359億円の順でした。産業の活発度合いを示す特化係数は，「はん用機械」（2.62），「化学製品」

（2.56），「非鉄金属」（2.38），「生産用機械」（2.28），「鉄鋼」（2.15）で2.00を超えており，総じて製造

業の各部門が高くなっています。
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【県際収支（輸移出－輸移入）】

　平成27年（2015年）の県際取引は，輸移出12兆7706億円，輸移入12兆3341億円で，4366億円の

輸移出超過（黒字）となりました。輸移出超過（黒字）が大きいのは，「飲食料品」（輸移出超過9406

億円），「化学製品」（同5465億円），「はん用機械」（同4244億円），「生産用機械」（同3971億円），「電

気機械」（同3727億円）などで，主に製造業の各部門となっています。

 

　産業連関表は，対象年次の経済構造の実体が把握できるほか，経済波及効果の分析などにも活用され

ます。茨城県統計課のホームページには，平成27年（2015年）表の詳細のほか，産業連関表を用いた

経済波及効果分析を簡易に行うためのツール（経済波及効果簡易計算シート）や，ツールを用いた経済

波及効果分析事例も掲載しておりますので，併せて御活用ください。


